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大森FCについて

Team introduction
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大森FCの信念

クラブフィロソフィー

「全力本気」とは・・・

どんな状況でも全てを出し切り、自分の限界値を引き上げ、成長を遂げる。

全力本気の感情・感覚こそが個性であり、それは生きがいに変わる。

そして、全力本気の集合体は信頼が生まれ、仲間のために「全力本気」を注ぎ、

その全力本気の姿が人々に感動を与える。・・・これが大森FCが考える「全力本気」です。

「全力本気」
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■2004年：1986年設立の「大森キッカーズ」ジュニアユース（中学生）チーム監督に小島直人（現大森FC代表）が就任。

■2005年：クラブ名を大森ＦＣに変更。大森キッカーズから独立して、本格的な街クラブ経営への挑戦が始まる。

■2006年：河川敷、大森学園グラウンドなどで、無料のサッカー教室あさま幼稚園・立会ドルフィンズ指導サポートし、

地域コミュニティを生成。経営改革 入団選考会開催/月会費額改定/営業PR活動

■2010年：地域サッカースクール開校（こらぼ大森・入新井第四小学校・矢口小学校）

幼稚園児のスポーツの入り口として、地域小学生のスポーツを楽しむ場として、上達の場として。

■2011年：11月11日11時11分 一般社団法人大森フットボールクラブ設立

ジュニア（小学生）・ユース（高校生）トップ（社会人）カテゴリーを増設し、

本格的な選手育成アカデミーとして運営。

■2017年：総合型地域スポーツクラブ認定 スポーツ健康フェスタ・指導者派遣事業など、行政スポーツ事業受託スタート。

■2021年：Ｊリーグ宣言 地域エンターテイメントとして目標を掲げるトップチーム東京都２部リーグ昇格

■2022年：トップチーム東京都2部リーグ３位 ・小学６年生東京都ベスト８

■2023年：LOCALHEROES株式会社設立

History
大森FCの歴史
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5
「幸せの価値」を感じた時を思い出してみる。

大好きなこと、得意なこと、何かを得たとき、何かに貢献した時、元気でいる時・・・

これらが重なり合った時を「生きがい」と呼べるのではないでしょうか。

人々が生きる喜び＝ 生きがいを持てる地域社会 に貢献する。

いつでも 主役は地域の皆様 であり、

それぞれの「生きがいと成長」を大切にしながら、地域をアップグレードしていきます。

Vision

１）地域の人とダイレクトにコミュニケーションする場

２）未来あるすべての個性豊かなこども達の成長の場

３）人々に夢と希望を与えるトップアスリートを育てる場

地域のHEROを大切に育てる。

Mission



世界的スポーツブランドNIKEの専属コーチとして、2007～2011エリートトレーニングコーチ2016～2018ナイキアカデミーヘッドコー

チとして、全国の中高生に世界のトレーニングを体感する巡回クリニックを担当。数々のトップアスリートと共に、日本の優れた選手発掘な

らびに、トップレベルのチームに本場イングランドのNIKEアカデミー直伝のメソッドを落とし込む。また、セルティック、マンチェスターユナイテ

ッド・バルセロナ・アーセナル・オランダ代表などの指導者を招き指導者講習会を開催。通訳としても活躍。

伝道師

ドイツ代表 リュディガー選手マンチャスターユナイテッド
アカデミーダイレクター
ブライアン・マクレアー氏

［生年月日／出身］

［選手歴］

［指導歴］

［資格］

1978年3月30日生まれ（4４歳） 神奈川県 川崎市出身

南菅中学校→東亜学園→ポートフィールドFC・クラウン＆マナーボ
ーイズクラブ（英国） （監督＝現横浜FCフットボールダイレクター
リチャード・アレン）→国士舘大学体育学部

東京ヴェルディスクールコーチ→ナイキエリートトレーニングコーチ
→FC岐阜（当時J2）トップチームコーチ→ナイキアカデミーヘッドコ
ーチ→大森FCコーチ・代表

日本サッカー協会B級ライセンス／イングランドサッカー協会レベル１
／中学・高校保険体育教員免許／日本スポーツ協会公認クラブマ
ネージャー

小島 直人 Naoto Kojima

代表プロフィール 6



代表プロフィール

■大田区唯一のＪリーグプロコーチ経験者

2013シーズン・2014シーズンFC岐阜トップチームコーチとして、
2013年は行徳監督・辛島監督、そして、
2014年はラモス瑠偉監督のもと当時J２のプロチームを指導。

2014シーズンは元日本代表川口能活選手や三都主選手らとクラブ最上位に貢献。

■指導者専門雑誌などのメディア注目人材
プロ選手経験のない街クラブコーチがＪリーグのコーチに抜擢され、チーム最高位に貢献
したことや、海外クラブとの交友関係もありまた、自己肯定感や幸福感を重要視したクラ
ブ運営で優れた選手を輩出するアカデミーメソッドにも注目が集まる。

◆出版：ワールドクラストレーニングバイブル（講談社）
◆WEB：サカイク コラム連載「サッカー豆知識」「考える力」など
◆WEB：ゲキサカ プロコーチとのワンツーパス
◆WEB：コーチユナイテッドにて練習メニュー紹介動画
◆雑誌：サッカークリニックにて連載「育成年代のメンタル」 対談連載など

7



大森FCのクラブについて

Club
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Academy ー 世界で活躍する地域のヒーローを育成するー

プロフェッショナルコーチによる、トップアスリートの育成

大森FC アカデミー の魅力

日本最大級 の全カテゴリークラブ

（現在）高校生20名／中学生80名／小学生120名が在籍

選手の全力本気（能力＆出力）＝ 個性の最大化

自分らしい人生／たくましく生きる力／チーム（仲間・地域）の大切さ

大森FCフィロソフィー「全力本気」の体現
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Academy ー アカデミーこれまでの戦績ー

［プロアカデミー ］

・東京ヴェルディ
・横浜マリノス
・横浜FC
・川崎フロンターレ
・ヴァンフォーレ甲府
・ジェフ千葉
・浦和レッズレディース

2012：ダノンネーションズカップ全国大会出場
2017：全日本サッカー選手権ブロック優勝
2015・2016・2017：JAカップ東京都ベスト16
2019：JAカップ東京都ベスト8（800チーム以上）

2019：三井リハウスリーグ優勝→T2リーグ昇格
2019：全日本サッカー選手権 ブロック優勝
2021：プレミアリーグ2部1位
2022：ハトマークブロック優勝
2022：全日本サッカー選手権東京都ベスト8

小学生

高校生

2015：関東クラブユース選手権ベスト8
2017：U17選手権東京都ベスト8
2018：関東クラブユース選手権ベスト４
2019：U17選手権東京都ベスト8
2021：JFAタウンクラブカップ全国大会出場

中学生
2016：東京T2リーグ昇格
2020：高円宮杯東京都ベスト20
2022：高円宮杯東京都ベスト24

［推薦入学（都道府県ベスト８ ） ］

・昌平（埼玉）
・横浜創英（神奈川）
・関東一（東京）
・大森学園（東京）
・山梨学院（山梨）
・藤枝明誠（静岡）
・香川西（香川）etc

［他強豪チーム］

・大森FCユース／・ブリオベッカ浦安／・YSCC etc

大山 愛笑（18）AEMU OYAMA

大森FC→東京ヴェルディJr→日テレ・メニーナ
→日テレ・東京ヴェルディメニーナ

U-20W杯女子日本代表

［2019］

アジア選手権優勝
［2021］
皇后杯ベスト４／WEリーグ最年少得点記録
［2022 ］
U20ワールドカップ準優勝

準々決勝 vsフランス Player Of the Match 受賞

【大森FC OB】
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Top team 生きがいを感じる【ドーパミン】【セロトニン】を出せるチームに

大森FC トップチーム の魅力

応援する喜び・楽しみ 共に得る達成感・一体感の醸成

→ 愛する地域・住んでいる地域に知っている選手（仲間）や関わっているコミュニティ

１）

→ 人と人の繋がり大切にし、産業・雇用・安心・安全・夢・希望を提供する。

支える喜び・楽しみ 地域社会への貢献２）

トップチーム が果たすべき「責任」

大森FC ファミリー約200人超の応援
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～ 地域を背負いJリーグを目指す ～

J３ Jリーグ入会の条件

JFL（日本フットボールリーグ）

▲

関東社会人リーグ １部
関東社会人リーグ ２部
東京都社会人リーグ１部

▲

東京都社会人リーグ２部
（2022 3位）

▲

2023年
現在

１）平均入場者数2000人超（サポーター獲得）

２）年間事業収入1.5億円以上などの財政基準

３）ホームスタジアム・練習場の確保 ／ 年間通じての普及活動

４）アカデミーの質（指導者・施設）
５）マーケティング・広報・メディカルなど含めた人材の確保

■ Jリーグチームとなるための課題

全国遠征 ／ Ｊリーグレベルの選手 ／ チームサポート態勢（スタッフの充
実）／ホームスタジアム ／ 観客動員 ／ 練習場の確保

■ 今後の課題

ハイレベルな活動へのコミットメント選手 ／ チーム・運営スタッフの人材
育成／試合会場・練習場の確保

■ 現状の課題
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School ー スポーツの楽しさ／スポーツの入口を提供する。 ー

所属チーム関係なくスポーツを体験、
上達サポートをする場を提供しています。

＜現在の登録者数＞

大田区内 幼児（登録制）：50名 小学生：165名

サッカースクール 6会場
■矢口小学校 ■清水窪小学校 ■馬込第二小学校
■萩中小学校 ■洗足池小学校 ■ふるはまフットサルコート

バスケットボールスクール 4会場
■池上第2小学校 ■大森第四小学校 ■中富小学 ■道塚小学校

13



大森FCのイベントとビジネス

Event／ Club Business
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Event ー 大森FCでの楽しみー

会員限定プレミアイベント

大森ＦＣアウォーズ
U-8～U-18までの各カテゴリーでの年間MVPなどを決める年度表彰式

大森FCファミリーだけの1年に一度の全力本気なお祭り（来場者500人超）

■2021年度スペシャルMC
YouTube登録者数60万人の大人気サッカー系YouTuber

ウンパルンパ さん
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Sports 産業_01 ー 大森FCの主催イベント「大会」ー

目的

目標 地域の発展とこども達にとってかけがえのない経験の場、地域に埋もれたトップアスリート発掘の場を提供すること。
そして、それ（スポーツ）を「支える楽しさ」を知るきっかけとなること。

こども達のワールドカップやオリンピックに変わる国際大会として、スポーツツーリズムを発展させたい。

大森FC「主催大会運営」について

【主催大会】

LOCALHEROES CUP（8回） 1日/約400名~500名 来場

OHMORI FC CUP   1日/約400名来場 × 10回/年

CAMP 大会合宿 2泊3日/約200名参加 × 6回/年

【協賛企業実績】 池上自動車教習所／N.Sスポーツ鍼灸整骨院／ナカムラデンタルクリニック／防災防犯自販機
協会／京急開発／伊藤園／コカ・コーラ／株式会社明治／マンダム／ノエビア／スポーツショップ
B&D／バローロインターナショナル

16



Sports 産業_02 ー 大森FCの主催イベント「学び」 ー

海外・国内のプロコーチクリニック ／ 海外遠征 ／ 講習会・研修イベント・

プロGKコーチ 1日/30名 研修・講習会 ヨガ・コンディショニング等

大森FCのネットワークを活かした学びプログラムを開催。
選手だけではなく、スポンサー企業さまや地域のライフをサポート！

リーガエスパニョーラ
トップクラブコーチ
2日間/合計50名（限定）参加
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Sports 産業_03 ー 大森FCの主催イベント「交流」ー

スポンサー交流フットサル／サポーター交流イベントなど国際交流イベント

地域コミュニティの衰退を防ぐ感情を共有できるツール
「スポーツ」で繋がる安心安全のコミュニティ
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Sports 産業_04 ー 地域イベントの企画・運営・サポートー

地域のイベント出演者・出店者として、大蒲田まつりの「キックターゲット担当」や東急プラザ屋上GWイベント
出演、日本ブラジル交流、水門通りフェスなど様々な地域イベントのお手伝いをさせていただいております。

地域活性化マルシェ「G-ROUND」

地域活性化マルシェ「G-ROUND」実行委員として
トップからアカデミーまで様々な選手達が設営や撤収はもちろん、
イベント中のお子様のケアや、警備、販売促進など担当。
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Club Business

ローカルサポート

■スーパーの買物代行
■物流代行（ウィルポート社と業務提携）
■外貨両替機装填（エクステック社と業務提携）

■地域住民の御用聞き／■地域情報サービスアプリ

《地域物流》

《生活支援事業》

■自販機設置営業代行（自販機協会と業務提携）《コスト削減》

■スポーツパーク管理（予定）《施設運営管理》

スポーツライフ

《プロスポーツ興行事業》

《育成事業》 ■アカデミー＆スクール

《スポンサーシップ》 ■広告宣伝／■社会貢献／■地域貢献事業

《海外事業》 ■ツアー企画／■海外移籍

《スポーツ健康事業》
■行政スポーツ健康事業
■講師派遣事業／■コンサルティング

■興行運営

《メンバーズ運営》
■グッズ販売■イベント企画運営（スポーツ・カルチャー）

■特典サービスクラブライフ
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大森FC_運営会社について

Company
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＜商号＞

LOCAL HEROES 株式会社

＜経営体制＞

代表取締役：小島 直人
取締役：阿形昌樹（STAND UP Inc.代表取締役）

取締役：庄子和亨

＜設立日＞

2023年3月30日

＜資本金＞

1,000,000円

＜事業内容＞

・大森FC_アカデミー全体統括
・大森FC_トップチームの運営
・大森FC_グッズ販売・管理・制作
・サッカースクール及びサッカー普及活動の企画・運営
・そのほか、サッカーおよび地域関連事業の運営

＜所在地＞

東京都大田区蒲田5丁目26番地3 東商第2ビル 402

22運営会社について
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